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「株価収集」ツール、または「鉤足分析」ツールを使用する為に必要な、機能概要を説明します。
（以下、ツールは省略。両方の処理を略して当アプリと称する場合もあります）

１．画面の説明

１）認証画面
試用版では表示されませんが、ライセンス版では下記の画面が表示されます。
ライセンスを購入し、ライセンス番号を入手して、この画面に入力して下さい。

正しいライセンス番号を入力すると、下記のメッセージが表示され、次回からは認証画面は表示されません。

・画面は、「株価収集」が正常に認証された時に表示しているものです。

２）通常の操作画面
Ａ．画面の説明：画面は、青枠の部分を「メニュー」、赤枠を「各機能画面」としています。
Ｂ．ボタンの色：ボタンの色は青（水色）・黄・赤で表しており、意味は以下の通りです。

ａ）青：普通に操作して問題ない処理
ｂ）黄：少々注意が必要な処理（キャンセルや、データを初期化する場合等）
ｃ）赤：通常は行う事が無い処理（終了ボタンは解りやすく赤にしています）

・画面は、「株価収集」のものです。
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３）処理実行中の画面１
「株価収集」の収集処理、または「鉤足分析」の鉤足判定処理は、大量のデータ処理を行う為、時間が
掛かります。この為、何処まで処理が進んでいるか解る様に、大雑把ですが進行状況を表示します。

・画面は、「株価収集」で「マーケット速報（米国）」を収集している時のものです。

Ａ．通常の処理進行状況
ａ）■：終了した処理
ｂ）⇒：実行中の処理
ｃ）□：未処理

Ｂ．マルチタスク処理の処理状況
処理時間の短縮を図る機能を実装しており、全企業を複数タスクに分割して処理を行います。
マルチタスク処理中は以下のメッセージが表示されます。
ａ）タスク多重度：子タスクの最大実行可能です。詳細は環境設定画面の説明をご参照。
ｂ）待ちタスク数：タスクの未処理数です。
ｃ）起動タスク数：処理中のタスク数です。
ｄ）完了タスク数：処理が終了したタスク数です。
ｅ）中断タスク数：中断ボタンを押下した場合は、中断したタスク数をここに表示します。
ｆ）異常タスク数：子タスクが異常終了した場合にここにカウントされます。
ｇ）エラー発生数：子タスクが異常終了した回数を加算していきます。

収集処理では、インターネットの接続状態や、情報提供サイトの状況、またはＰＣに
掛かる負荷により、エラーが発生する事があります。この様なエラーの場合は、リト
ライする事で解消する場合が多いので、５０回のリトライ機能を設けています。

Ｃ．ボタンの意味
ａ）「中断」ボタン

実行中の処理を中断します。
中断した処理は、もう一度処理ボタンを押下するか、「その他の機能」の「中断中の処理を再開」
ボタンを押下する事で、中断したところから処理を再開します。
中断した後に、処理を無効にしたい場合は「その他の機能」の「実行環境のリセット」ボタンを
押下する事で、処理開始前の状態に戻ります。

ｂ）「強制終了」ボタン
処理中の操作を無効にして、実行前の状態に戻す場合に使用します。
また、収集処理（子タスク）が異常終了した場合等、処理が終了しなくなった場合等に使用します。

Ｄ．用語の補足
ａ）子タスク

「株価収集」の収集処理、または「鉤足分析」の鉤足判定処理は、処理を複数起動して処理時間の
短縮を図っていますが、当アプリケーションでは、この起動された処理を「子タスク」と称します。

ｂ）コードマスター
当アプリの制御情報で、各国の企業一覧を集約した、システム的な情報です。

通常の処理進行状況

マルチタスク処理の処理状況
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４）処理実行中の画面２
これも処理の進行状況を表示する画面です。
「処理実行中の画面１」の様に、処理時間が掛からない場合に使用しています。

・画面は、「鉤足分析」の起動時に表示しているものです。

５）子タスク実行中の画面
子タスクが起動された時の画面です。
処理データ量が多い為、進行状況が解る様にしてあります。

・画面は、「株価収集」の株価時系列データを収集しているものです。

２．注意事項
１）当アプリは、複数タスクで対照のデータを処理します。特に株価時系列データは国内・米国・中国を

合わせると１４，０００ファイル（分割情報を合わせると２０，０００ファイル）以上のデータを生
成します。

２）上記の理由により、エクスプローラ等でフォルダを参照する場合には時間が掛かりますので、
予めご了承下さい。

３）収集処理中等にエクスプローラ等でフォルダを参照する事は、ＰＣにかなり負荷を掛ける事になり、
ＰＣのフリーズや想定外のエラーを引き起こす事になりますので、処理中は当アプリ（データ）を
格納しているフォルダの参照は避けて下さい。

３．起動方法
１）「\HpExec」フォルダにある「株価収集.exe」または「鉤足分析.exe」を実行して下さい。

（試用版の場合は「株価収集β.exe」または「鉤足分析β.exe」になります）
２）注意事項にも記載しました通り、フォルダの参照には時間が掛かりますので、デスクトップに

ショートカットを作成して、これを実行する様にして下さい。

・画面は、試用版の圧縮ファイルを解凍したものです。

「株価収集」は、こちら

「鉤足分析」は、こちら
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４．ご利用前の準備（環境設定）
当アプリの初回起動時に、メニューの「環境設定」ボタンを押下して、画面の説明を読んで設定して下さい。

・画面は、「鉤足分析」のものです。
・「株価収集」のメニューとは異なりますが、「株価収集」のメニューにも「環境設定」があります。

１）タスク最大数の設定に関する注意事項（機能画面の青枠の部分）
Ａ．「環境設定」画面は「株価収集」と「鉤足判定」で共通ですが、設定した値は別々に管理されます。
Ｂ．「鉤足分析」の鉤足判定処理は、「株価収集」の収集処理に比べてＰＣに掛かる負荷が大きい為

（インターネットとの通信中に発生する待ち状態が無い）、「株価収集」で設定した値の半分程度を
目安にして下さい。

２）銘柄分析の表示可能件数の設定（機能画面の赤枠の部分）
当機能は「鉤足分析」のものです。

Ａ．銘柄分析の抽出を行った時の表示最大件数の設定を行って下さい。
Ｂ．画面上で説明している参考値は、表示可能項目を全て表示した場合の状態で測定しています。
Ｃ．表示項目を少なくする事で、メモリの消費を抑える事も出来るので、ご利用して頂く中でご

利用のＰＣに合った最適値を見つけて下さい。
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５．「その他の機能」の説明
「株価収集」および「鉤足分析」の補助機能です。

・画面は、「株価収集」のものです。
・「株価収集」のメニューとは異なりますが、「鉤足分析」のメニューにも「環境設定」があります。

１）「株価収集」の補助機能（機能画面の青枠の部分）
Ａ．銘柄登録情報の取込

指標やＥＴＦの証券コード、中国の業種は自動収集していない為、「銘柄登録.txt」にテキスト
エディター等を利用してコードを追加し、「銘柄登録情報の取込」ボタンを押下すると、コード
マスターに情報が登録されます。
詳細は、株価収集の使用方法の「２．その他の機能の「銘柄登録情報の取込」」に記載して
いますので、そちらをご参照下さい。

Ｂ．コードマスターの初期化
コードマスターが破損した場合、或いはソフトのバージョンアップに伴い、コードマスターの
レイアウト変更があった場合に、コードマスターの初期化を行う機能で、普段使用する事はあ
りません。
ソフトのバージョンアップに伴い、コードマスターの初期化が必要な場合は、バージョンアッ
プのご連絡とあわせてお知らせ致します。

２）「鉤足分析」の補助機能（機能画面の緑枠の部分）
「鉤足分析」で使用する分析情報の作成条件の変更機能です。
当アプリでは、国内・米国・中国の３国のデータを取扱っている関係上、処理時間が掛かります。
この機能は、「鉤足分析」の銘柄分析機能で、データのスクリーニング速度を上げる事が出来ます。
詳細は、鉤足分析機能の使用説明の「分析情報の作成に関するヒント」に記載していますので、
そちらをご参照下さい。
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３）「株価収集」および「鉤足分析」の共通補助機能（機能画面の赤枠の部分）

Ａ．中断中の処理を再開
以下の状況が発生した場合に、中断した場所から処理を再開出来ます。
ａ）実行中の処理を利用者が中断した場合。
ｂ）収集処理の途中で異常終了した場合、等。

当アプリは、マルチタスク処理を行う為、ＰＣに対して負荷が掛かります。
ご利用のＰＣのスペックを超える様なタスク最大数を設定して処理を行った場合、
エラーが発生する事があります。
この様な場合は、タスク最大数を少なく変更した上で、中断中の処理を再開する
事で、問題が解決する場合があります。

Ｂ．実行環境のリセット
以下の状況が発生した場合に使用します。
ａ）実行中の処理を無効にしたい場合。
ｂ）異常終了後の中断中の処理再開でも問題が解消しない場合。

実行環境のリセットを行った上で、再度処理を行っても問題が解消しない場合は、
申し訳ありませんが、開発者へ障害状況をご連絡下さい。

以上で共通部分の説明は終わりますが、ホームページのＦＡＱも更新して行きますので、
こちらもあわせてご参照下さい。

ホームページ
株価（株式情報）の自動収集と柴田罫線の鉤足分析ツール
http://www.geocities.jp/kagibunseki/Index.html
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「株価収集」ツールの操作方法、および収集したデータについて説明します。
（以下、ツールは省略。）

１．「ＷｅｂＤａｔａの収集」画面の説明
「株価収集」を起動すると、最初に表示される画面が収集画面です。
収集画面は、大別すると「基本情報の収集」と「株価時系列データの収集」に分かれます。
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１）基本情報の収集（機能画面の青枠の部分）

Ａ．収集対象のデータ
「基本情報の収集」では、以下の情報が収集対象になります。

ａ）為替情報（中国元・米ドル・香港ドル・台湾ドル・ユーロ・英国ポンドを収集）
ｂ）企業一覧（国内・米国・中国(香港)・中国(Ｂ株)）
ｃ）企業情報（国内・中国）
ｄ）マーケット速報（国内・米国・中国）
ｅ）ロイター業種（国内）
収集データの詳細については、当ホームページの「株価収集の概要」をご参照下さい。
http://www.geocities.jp/kagibunseki/Index.html

※ マーケット速報からの株価時系列データ収集
日中は、当日分の株価時系列データが反映されない為、マーケット速報から自動的に生成する
機能を設けました。日中に、当日分の株価時系列データが欲しい場合は、チェックしてから
マーケット速報を収集して下さい。

Ｂ．収集方法
ａ）収集対象のデータのチェックボックスにチェックをつけます。
ｂ）「個別収集」ボタン、または「まとめて収集」ボタンを押下して下さい。

「個別収集」ボタンは、必要な情報を収集したい時にご利用頂き、一括して収集したい場合は
「まとめて収集」ボタンを押下して下さい。
基本情報と株価時系列データをまとめて収集したい場合は、画面右下の「全部まとめて収集」
ボタンを押下して下さい。

注意：「株価収集」は、コードマスター（当アプリ用の企業一覧）を基準に処理を行います。
ライセンス版をご購入された場合は、このコードマスターが存在しない為、必ず企業一覧の
収集を最初に実施して下さい。試用版については、配布データに収録しているので問題あり
ません。（試用版の制限事項として、特定の企業しか取り扱えません）
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２）株価時系列データの収集（機能画面の赤枠の部分）

Ａ．収集対象のデータ
国内・米国・中国の日足の株価時系列データが収集対象です
収集データの詳細については、当ホームページの「株価収集の概要」をご参照下さい。

Ｂ．収集パラメータの説明
ａ）収集方法

・全て：国内、米国、中国のデータを収集します。
・国の選択：国の選択でチェックボックスにチェックした国を対象に収集します。

ｂ）国の選択
収集方法で、国の選択を選んだ場合に有効になり、選ばれた国のデータのみ収集します。

ｃ）収集データ
日足が対象になります。

ｄ）収集する日付
・最終取得日から処理日まで

各企業の株価収集データの最終日以降を収集します。
データが存在しない場合（初回の収集）は、全てのデータを収集します。
通常はこの項目にチェックを入れていれば、問題なく日々のデータを収集します。

・全て収集し直す
収集済のデータを無視して、全てのデータを収集します。

・期間指定
開始日付から終了日付までの期間のデータを収集します。

・過去データ（未収集分）
収集済データの一番古い日付以前のデータを収集します。
株価時系列の初回収集時は、情報提供サイト側の問題により（混雑等）、企業単位に
途中で終わってしまう場合があります。初回データ収集後は、この過去データの収集を
行って、取りこぼしデータのリカバリーを行って下さい。

ｅ）バックアップデータの作成
株式分割が発生した場合は、株価時系列データを全件再収集します。この時、分割前の
株価時系列データのバックアップが必要か否かを指定します。当アプリではバックアッ
プデータを使用することはありませんので、お客様が必要に応じて設定して下さい。

Ｃ．収集方法
ａ）株価時系列データの収集のみ行いたい場合は、「株価時系列データの収集」ボタンを押下して下さい。
ｂ）基本情報と株価時系列データをまとめて収集したい場合は、画面右下の「全部まとめて収集」ボタンを

押下して下さい。

Ｄ．補足（株価時系列データの初回収集時の考慮）
株価時系列データの初回収集は、データ量も多く非常に時間が掛かりますので、収集後にバックアップを
取る事をお勧めします。
処理時間は、「「株価収集」と「鉤足分析」の処理時間」をご参照下さい。
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２．その他の機能の「銘柄登録情報の取込」
「株価収集」では、一部のコードについて自動収集を行っていないので、代わりにテキストファイル
「\HpData\User\銘柄登録.txt」にコードを手入力してコードマスターに登録する仕組みになっています。

手入力が必要なコード。
・市場（「鉤足分析」のスクリーニングで使用します）
・市場詳細（「鉤足分析」のスクリーニングで使用します）
・指標
・ＥＴＦ
・中国のセクター（「鉤足分析」のスクリーニングで使用します）
・中国の業種（「鉤足分析」のスクリーニングで使用します）

主なコードは事前に登録済ですが、コードを追加したい場合は、「\HpData\User\銘柄登録.txt」に記載
済みのコードを参考にテキストファイルを修正の上、「銘柄登録情報の取込」ボタンを押下して下さい。
試用版では、この機能の提供を行っておりません。
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３．収集したデータについて
１）収集データの格納場所

Ａ．株価時系列データ
ａ）格納場所

・上記フォルダは、試用版の圧縮ファイルを解凍したものです。
ｂ）ファイル名のルール（Chart-CHN-D-0010-^HSI.txtを例に説明）

・Chart：株価時系列データ(固定)
・CHN ：国の識別 国内：JPN、米国：USA、中国：CHN
・D ：足の種類 D：日足固定（当アプリでは、日足のみ収集可能）
・0010 ：投資区分 当アプリでは、投資区分と称してデータの種類により区分を設けています。

投資区分には以下の種類がありますが、株価時系列で使用している区分は
0010：指標と1000：企業の２種類です。
0010：指標、0020：市場、0030：市場詳細、0040：セクター、
0050：業種１、0060：業種２（ロイター）、1000：企業

・^HSI ：企業コード

Ｂ．株価時系列データの分割情報
ａ）格納場所

・上記フォルダは、試用版の圧縮ファイルを解凍したものです。
ｂ）ファイル名のルール

先頭の「Split」が固定で、その他の項目は株価時系列データと同じルールです。

Ｃ．上記以外の収集情報
ａ）格納場所

・上記フォルダは、試用版の圧縮ファイルを解凍したものです。
ｂ）ファイル名のルール

為替情報.txt、企業一覧(ＸＸ).txt、企業情報(ＸＸ).txt、マーケット速報(ＸＸ).txt、ロイター業種.txt
・ＸＸには国が入ります。
・企業一覧の収集は、試用版では提供しておりませんが、参考にライセンス版で収集した企業一覧を収録しています。
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２）収集データの区切り文字
「株価収集」で収集したデータは、全てＴａｂ区切りになっています。

３）収集データのレイアウト
Ａ．Ｅｘｃｅｌをお持ちの方

「\HpExec」に収録している「収集データのフォーマット.xls」をご参照下さい。
Ｂ．Ｅｘｃｅｌをお持ちで無い方

「\HpExec」に収録している「収集データのフォーマット.pdf」をご参照下さい。

４．処理時間（収集時間）
処理時間は、「「株価収集」と「鉤足分析」の処理時間」をご参照下さい。

以上で「株価収集」の説明は終わりますが、ホームページのＦＡＱも更新して
行きますので、こちらもあわせてご参照下さい。

ホームページ
株価（株式情報）の自動収集と柴田罫線の鉤足分析ツール
http://www.geocities.jp/kagibunseki/Index.html
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「鉤足分析」ツールの操作方法について説明します。
（以下、ツールは省略。）

１．「鉤足分析」の概要
「鉤足分析」は「株価収集」で収集した情報から分析情報を作成して、スクリーニングを行う機能です。
また、収集した株価時系列データを使用して、柴田罫線の鉤足法則判定も可能で、スクリーニング項目と
しても利用可能です。

１）分析情報の作成
Ａ．分析情報の作成タイミング

「分析情報」は以下のタイミングで作成されます。
ａ）「鉤足分析」の起動時

作成済の「分析情報」と、収集した情報の日付を比較して、「分析情報」が古い場合は作成し直します。
ｂ）「銘柄分析」画面で抽出ボタンを押下

作成済の「分析情報」と、収集した情報の日付を比較して、「分析情報」が古い場合は作成し直します。
（「銘柄分析」を使用している裏で、「株価収集」で情報収集している時の考慮です。）

ｃ）鉤足判定処理を行った直後

Ｂ．分析情報の作成に関するヒント
分析情報の作成は、初期設定の状態では国内・米国・中国の３国を対象にしていますが、分析情報の作成、
および「銘柄分析」の抽出処理で非常に時間が掛かります。
これを回避する方法として、分析情報の作成対象の国を選択する事が出来ます。例えば「私は国内だけの
スクリーニングだけ出来れば良い」と言う場合は、国内だけの分析情報を作成出来ます。
（国内だけの分析情報にした場合は、全体の約１／３の情報量になるので、処理スピードが向上します。）
メニューの「その他の機能」を押下して、必要な国にチェックをつけて、分析情報の作成を行って下さい。

３）鉤足判定方法
Ａ．鉤足法則の判定方法

鉤足法則の判定方法は、二通りの方法がありますので、用途に合わせてご利用下さい。
ａ）「鉤足判定」機能を利用する

処理時間は掛かりますが、国別に全企業の鉤足判定を行い、「鉤足判定結果確認」用のデータ作成、
およびスクリーニング項目の更新を行います。

ｂ）銘柄分析で抽出されたリストから対象の企業を選択して鉤足グラフを表示
鉤足グラフの表示は、常に株価時系列データを利用して鉤足法則判定を行っています。
取り敢えず、「鉤足判定結果確認」用のデータ作成も、スクリーニング項目の更新も必要なく、
鉤足法則の判定結果を見たい、と言う場合はこちらの方が時間が掛からず便利です。

Ｂ．「鉤足判定」機能に関するヒント
「鉤足判定」処理の集計（「鉤足判定結果確認」用のデータ作成）は、大量のデータを取り扱うので、
非常に処理時間が掛かり、メモリの消費も大きいです。
これを回避する方法として、「鉤足判定結果の集計範囲」を指定して、集計範囲を絞り込む事が出来ます。
ＰＣの実装メモリが少ない場合や、過去の鉤足判定結果の集計結果は不要と言った場合にご利用下さい。
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２．各機能画面の説明
１）「鉤足判定」画面の説明

「鉤足判定」では、鉤足グラフの法則名の表示設定、法則の判定条件の変更、鉤足判定を行います。

Ａ．鉤足グラフの表示設定
ａ）基本条件の表示設定（機能画面の赤枠の部分）

鉤足グラフに、基本条件名称を表示したい場合にチェックして下さい。
ｂ）法則の表示設定（機能画面の青枠の部分）

法則名称を表示したい場合にチェックして下さい。
「法則の判定条件」の「同一法則の同時(連続)出現は、転換扱いとしない」がチェック状態の場合は、
法則番号は表示されず、「ろさ・ろく・ろゑ・ろあ」と表示されます。

Ｂ．法則の判定条件（機能画面の緑枠の部分）
主に基本条件の判定条件に影響するパラメータを変更出来る様にしています。
初心者の方は、初期設定のままで法則判定を行って下さい。

Ｃ．鉤足判定（機能画面の紫枠の部分）
鉤足判定処理では、企業毎の鉤足法則判定を行い、現在の転換方向や損益額等の計算を行います。
また、企業毎の鉤足法則判定結果を集計し、「鉤足判定結果確認」画面用のデータを生成します。
鉤足判定の実行は、鉤足判定を行いたい国にチェックし、「判定開始」ボタンを押下して下さい。

Ｄ．注意事項
鉤足集計結果の作成は、ＰＣメモリを大量に消費する上、かなり処理時間が掛かります。
これを回避する方法として、「鉤足判定結果の集計範囲」を指定出来る様になっています。
これは、鉤足判定結果の集計を直近日付から何年分集計すると言うもので、メモリの少ない
ＰＣ環境で実行する場合や、過去の鉤足判定結果を集計対象としない場合にご利用下さい。

初期値の状態で処理を行う場合は、メモリが２５６ＭＢあれば問題ありませんが、例えば
長大線の掛け率を１５％以下にした場合は、ろく・ろゑ法則の発生回数が多くなり、これ
に伴い転換発生回数も増えて、集計処理のデータ量の増加につながり、メモリが２５６ＭＢ
では足りないケースも出て来ますので、鉤足法則のシミュレーションを目的としてご購入
頂く場合は、５１２ＭＢ以上のメモリが実装されているＰＣを推奨します。
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２）「鉤足判定結果確認」画面の説明
この機能は、企業毎に発生した転換情報を下記の項目で集計し、鉤足法則判定結果の的中率が
どれ程のものか検証する為のものです。
集計単位は、国別に陰陽（売買単位に集計し、全体の的中率を把握）から、法則発生年単位（同一
法則が年代毎にどの様な変化を辿っているか把握する目的）までの５段階に分けています。

集計単位
・Level1 : 陰陽
・Level2 : 陰陽・発生状況
・Level3 : 陰陽・発生状況・法則
・Level4 : 陰陽・発生状況・法則・法則詳細
・Level5 : 陰陽・発生状況・法則・法則詳細・法則発生年

集計単位の項目説明
・陰陽（売買）：法則転換方向
・発生状況 ：２法則同時発生か否か
・法則 ：ろさ・ろく等、番号を除いた単位
・法則詳細 ：ろさ第１・ろさ第２等、番号を含めた単位
・法則発生年 ：転換時の年

赤枠が抽出条件の設定、青枠が抽出結果、緑枠が青枠の明細をダブルクリックした時に表示される明細です。
更に緑枠内の明細をダブルクリックすると、鉤足グラフ確認画面に遷移します。

前頁で説明しました「鉤足判定結果の集計範囲」の変更は、この機能の表示結果に影響します。

Ａ．抽出条件
下記項目を選択してから「抽出」ボタンを押下して下さい。
ａ）国の選択・・・・・必須選択です。
ｂ）集計単位の選択・・必須選択です。

Level4・5を選択した場合に青枠の明細行をダブルクリックすると
集計前の明細が緑枠の中に表示されます。

ｃ）法則選択・・・・・選択は任意です。
特定の法則に関連した主計結果を参照したい時にご利用下さい。

Level4・5で抽出した場合に、ここの明細をダブルクリック
すると、集計前の明細が下の緑枠に表示されます。
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Ｂ．ソート機能
法則転換結果の集計情報、または転換の詳細情報に明細が表示されている時に、タイトルを
押下する事で明細を並べ替える事が出来ます。
ａ）昇順：昇順で並べ替え（並べ替えの方向を固定したい場合に使用）
ｂ）降順：降順で並べ替え（並べ替えの方向を固定したい場合に使用）
ｃ）タイトル押下で切替：タイトルを押下する度に、昇順・降順を切り替えます

Ｃ．表示項目の説明
ａ）法則転換結果の集計情報（青枠の部分）

陰陽 ：法則転換方向（売、買）
転換出現状況 ：２法則同時：同時、日跨り：連続
転換日付(年) ：転換時の年
転換回数計 ：集計単位（Levelx）毎の、転換発生回数（損益含む）
転換回数(益) ：集計単位（Levelx）毎の、利益分の転換回数
転換回数(損) ：集計単位（Levelx）毎の、損失分の転換回数
転換回数率 ：上記３項目より、転換回数(益)と転換回数(損)の率を求め、

利益率から損失率を減算した値。
転換損益率計 ：集計単位（Levelx）毎の、転換損益率（損益）の合計（損失も絶対値として加算）
転換損益率(益)：集計単位（Levelx）毎の、利益分の転換損益率の合計
転換損益率(損)：集計単位（Levelx）毎の、損失分の転換損益率の合計
転換損益率 ：上記３項目より、転換損益率(益)と転換損益率(損)の率を求め、

利益率から損失率を減算した値。
ろさ ：転換に関わる法則の場合：○
ろく ：転換に関わる法則の場合：○
ろゑ ：転換に関わる法則の場合：○
ろあ ：転換に関わる法則の場合：○
法則詳細 ：ろさ第１・ろさ第２等、番号を含めた転換法則名称
利益xx ：利益xxに該当する転換損益率(益)が何件発生しているか表したもの
損失xx ：損失xxに該当する転換損益率(損)が何件発生しているか表したもの
【転換損益率の補足】

法則転換の的中率（損益）を考える場合、銘柄によって取引額が異なる為、損益額か
らは正確な的中率は求められないので、損益額を率に変換して使用する事にしました。
例えば、100円で買転換し、150円で売転換した場合、転換損益率は+50%となります。

ｂ）転換の詳細情報（緑枠の部分）
「鉤足分析」固有の項目を説明します。

ロイター ：ロイター業種での分類コード（国内のみ表示）
転換日付 ：法則の転換日付
陰陽区分 ：法則転換方向（売、買）
発生区分 ：２法則同時：同時、日跨り：連続
転換額 ：法則転換時の金額（２文切りの金額）
転換損益額 ：法則転換時からの損益額
転換損益率 ：法則転換時からの損益額を率で表したもの
メモリの使用量、およびパフォーマンスを考慮し、名称の表示は行っておりません。
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３）「銘柄分析」画面の説明
「株価収集」で収集した情報を活用したスクリーニング機能です。
表示項目、及びスクリーニング項目の詳細は、別添の「鉤足分析の分析項目一覧」をご参照下さい。

Ａ．抽出条件
抽出条件には、コード系の抽出と数値系の抽出の２種類があります。
データの抽出は、入力した条件を全て満たすものが対象となり、リストに表示します。
ａ）抽出条件１（コード系の抽出）（機能画面の赤枠の部分）

抽出したい項目を選択して、リストから選んで下さい。
同一項目は１度しか選択出来ません。

ｂ）抽出条件２（数値系の抽出）（機能画面の青枠の部分）
抽出したい項目を選択してから、Ｆｒｏｍ・Ｔｏに抽出範囲の数値を入力して下さい。
抽出方法には、３通りの方法があります。

・特定の数値以上のデータを抽出したい場合
Ｆｒｏｍに数値を入力すると、入力した値以上のデータを抽出します。

・特定の数値以下のデータを抽出したい場合
Ｔｏに数値を入力すると、入力した値以下のデータを抽出します。

・特定の範囲のデータを抽出したい場合
Ｆｒｏｍ・Ｔｏに数値を入力すると、入力した範囲のデータを抽出します。

同一項目は１度しか選択出来ません。

1.項目を選んで

2.リストから選択

ここの明細をダブルクリックすると、
鉤足グラフを表示します。
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Ｂ．操作系（機能画面の緑枠の部分）

ａ）「抽出」ボタン
「抽出」ボタンを押下すると、抽出条件１および抽出条件２の条件を全て満たすデータを抽出し、
抽出リスト（機能画面の紫枠の部分）に結果を表示します。

ｂ）ソート機能
抽出リストに明細が表示されている時に、タイトルを押下する事で明細を並べ替える事が出来ます。

・昇順：昇順で並べ替え（並べ替えの方向を固定したい場合に使用）
・降順：降順で並べ替え（並べ替えの方向を固定したい場合に使用）
・タイトル押下で切替：タイトルを押下する度に、昇順・降順を切り替えます

ｃ）「表示項目選択」ボタン
「表示項目選択」ボタンを押下すると、下記の画面が表示されますので、表示したい項目にチェックして
「保存」ボタンを押下して下さい。

表示項目は、１項目以上選択して下さい。

ｄ）「条件１クリア」と「条件２クリア」ボタン
抽出条件１または抽出条件２に選択・入力されている値をクリアします。

Ｃ．抽出リスト（機能画面の紫枠の部分）
「抽出」ボタンを押下して、抽出条件１・２に合致するデータがあると、ここに明細が表示されます。
明細をダブルクリックすると、「鉤足グラフ確認」画面に遷移します。

Ｄ．ヒント（表示スピードを上げる）
全ての項目を表示対象として大量のデータを表示させると、非常に時間が掛かります。
項目の表示・非表示に関わらず、抽出条件では全ての項目が使用出来ますので、必要な項目だけ
表示させる様にすると表示速度が速くなります。
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４）「鉤足グラフ確認」画面の説明
柴田罫線の鉤足法則を確認する為のグラフ表示機能で、下記の操作が行われた場合にグラフ表示します。
・「鉤足判定結果確認」画面で、転換の詳細情報の明細がダブルクリックされた場合
・「銘柄分析」画面で、抽出リストの明細がダブルクリックされた場合

Ａ．グラフ描画条件（機能画面の赤枠の部分）
グラフの描画条件を設定します。

ａ）足の選択
表示する足を選択します。「株価収集」では、日足しか収集していませんが、週足・月足を
計算する機能を持っています。

ｂ）ボタン
グラフは「鉤足」と「ローソク足」の表示が可能です。表示したいグラフのボタンを押下して下さい。

ｃ）対数表示
グラフを対数表示に切り替えます。

ｄ）転換点で色分
鉤足グラフを表示する場合、転換点でグラフを色分けします。
（グレー：転換方向未確定、 赤：買転換、 青：売転換）

ｅ）中間目盛表示
グラフのメモリ表示の間隔が広く、金額が解りづらい場合に、中間メモリを表示します。

ｆ）分割調整
ローソク足を表示する場合、現在の金額に合わせて金額を計算し、グラフを表示します。
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ｇ）足の表示サイズ
表示データが多い為にグラフが細かくなって見づらい場合に、足の幅を指定して見易くします。
この時、一画面に表示データが収まりきらない場合は、下段（紫の枠の部分）に
スクロールバーが表示されます。

ｈ）表示する期間の指定
直近から、指定範囲のデータを表示します。

Ｂ．企業名称の表示部（機能画面の青枠の部分）
グラフ表示中の企業名称等を表示します。

Ｃ．グラフ表示部（機能画面の緑枠の部分）
鉤足グラフ、またはローソク足グラフを表示します。

Ｄ．スクロールバー表示部（機能画面の紫枠の部分）
「足の表示サイズ」の指定で、全体以外を選択し、且つ画面上に表示し切れない場合に
スクロールバーが表示されます。

Ｄ．画面サイズを変更したら

Ｅ．ヒント（鉤足の表示に関して）
鉤足グラフを表示する場合は、常に最新の「鉤足判定」画面の条件を利用して、鉤足判定を行い、
鉤足グラフを表示しますので、「鉤足判定」画面の条件変更して、「鉤足」ボタンを押下すれば
直ぐに結果を確認出来ます。

Ｆ．ヒント（画面サイズを変更したら）
画面サイズを変更した場合は、再度「鉤足」ボタン、または「ローソク足」ボタンを押下して下さい。
画面サイズに合わせてグラフを再描画します。

以上で「鉤足分析」の説明は終わりますが、ホームページのＦＡＱも更新して
行きますので、こちらもあわせてご参照下さい。

ホームページ
株価（株式情報）の自動収集と柴田罫線の鉤足分析ツール
http://www.geocities.jp/kagibunseki/Index.html
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「銘柄分析」画面の表示項目を説明します。
抽出条件１：○が付いている項目は、抽出条件１で使用可能な項目
抽出条件２：○が付いている項目は、抽出条件２で使用可能な項目
項目名 ：画面の項目名
項目説明 ：「鉤足分析」ツール固有の項目、または説明が必要な項目のみ記載
網掛けの項目は、柴田罫線の鉤足判定に関する項目です。
各項目の表示内容は「株価収集」ツールの収集に依存します
各項目の表示内容は、情報提供サイトに依存しますので、表示内容を保障するものではありません。

№ 抽出条件1 抽出条件2 項目名 項目説明
1 ○ 国
2 ○ 投資区分
3 ○ 市場
4 ○ 市場・詳細
5 ○ ｾｸﾀｰ
6 ○ 業種
7 ○ ﾛｲﾀｰ
8 企業ｺｰﾄﾞ
9 ○ 株価変更日付
10 ○ レート変更日付
11 ○ 取引通貨
12 Rate
13 ○ 取引日付
14 ○ 取引値
15 ○ 出来高
16 ○ 始値
17 ○ 高値
18 ○ 安値
19 ○ 概算購入価格
20 ○ 前日日付
21 ○ 前日差額
22 ○ 前日比率
23 ○ 前日終値
24 ○ 5日移動平均値
25 ○ 5日移動平均値乖離
26 ○ 5日移動平均量
27 ○ 5日移動平均量乖離
28 ○ 25日移動平均値
29 ○ 25日移動平均値乖離
30 ○ 25日移動平均量
31 ○ 25日移動平均量乖離
32 ○ 75日移動平均値
33 ○ 75日移動平均値乖離
34 ○ 75日移動平均量
35 ○ 75日移動平均量乖離
36 ○ 転換日付 直近の鉤足法則転換日付。
37 ○ 転換方向 鉤足法則の転換方向（売、買）。
38 ○ 転換状態 ２法則同時：同時、日跨り：連続。
39 法則 鉤足法則転換時の法則名称（ろさ、ろく、ろゑ、ろあ）。
40 ○ 法則転換価格 鉤足法則転換時の価格。
41 ○ 法則転換損益 直近の鉤足法則転換時の価格と、現在の株価の差額。
42 ○ 法則転換損益率 法則転換損益を率で表したもの。

43 ○ 法則出現個数

44 ○ 転換回数計 該当の銘柄で、今までに発生した、転換発生回数（損益含む）。
45 ○ 転換回数(益) 該当の銘柄で、今までに発生した、利益分の転換回数。
46 ○ 転換回数(損) 該当の銘柄で、今までに発生した、損失分の転換回数。

47 ○ 転換回数率

直近の鉤足法則転換時に出現した法則の数。
（ろさ第１・ろさ第２等、番号を含めた転換法則の個数）

上記３項目より、転換回数(益)と転換回数(損)の率を求め、
利益率から損失率を減算した値。
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「銘柄分析」画面の表示項目を説明します。
抽出条件１：○が付いている項目は、抽出条件１で使用可能な項目
抽出条件２：○が付いている項目は、抽出条件２で使用可能な項目
項目名 ：画面の項目名
項目説明 ：「鉤足分析」ツール固有の項目、または説明が必要な項目のみ記載
網掛けの項目は、柴田罫線の鉤足判定に関する項目です。
各項目の表示内容は「株価収集」ツールの収集に依存します
各項目の表示内容は、情報提供サイトに依存しますので、表示内容を保障するものではありません。

№ 抽出条件1 抽出条件2 項目名 項目説明

48 ○ 転換損益合計

49 ○ 転換損益(益) 該当の銘柄で、今までに発生した、利益分の転換損益の合計。
50 ○ 転換損益(損) 該当の銘柄で、今までに発生した、損失分の転換損益の合計。

51 ○ 転換損益率

52 ○ 設立年月日
53 ○ 上場年月日
54 ○ 決算年月
55 中間配当月
56 代表者名
57 本社所在地
58 ○ 単元株数
59 ○ 発行済株式数
60 ○ 流通A株
61 ○ 流通B株
62 ○ 流通A株比率
63 ○ 流通B株比率
64 ○ 一株配当
65 ○ 配当利回り
66 ○ 株価収益率
67 ○ 一株利益
68 ○ 一株株主資本
69 ○ 株主資本利益率
70 ○ 時価総額(百万)
71 ○ 直近分割発生日
72 分割変更内容
73 ○ 純資産倍率
74 ○ 株主資本比率
75 ○ 総資産利益率
76 ○ 調整一株益
77 連結事業
78 ○ 円取引値 「取引値」の円換算項目
79 ○ 円始値 「始値」の円換算項目
80 ○ 円高値 「高値」の円換算項目
81 ○ 円安値 「安値」の円換算項目
82 ○ 円概算購入価格 「概算購入価格」の円換算項目
83 ○ 円前日差額 「前日差額」の円換算項目
84 ○ 円前日終値 「前日終値」の円換算項目
85 ○ 円5日移動平均値 「5日移動平均値」の円換算項目
86 ○ 円25日移動平均値 「25日移動平均値」の円換算項目
87 ○ 円75日移動平均値 「75日移動平均値」の円換算項目
88 ○ 円一株配当 「一株配当」の円換算項目
89 ○ 円一株利益 「一株利益」の円換算項目
90 ○ 円一株株主資本 「一株株主資本」の円換算項目
91 ○ 円時価総額(百万円) 「時価総額(百万円)」の円換算項目

該当の銘柄で、今までに発生した、転換損益の合計。
（損失も絶対値として加算）

上記３項目より、転換損益率(益)と転換損益率(損)の率を求め、
利益率から損失率を減算した値。
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１．実行環境

ＯＳ ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ ＳＰ１
ＣＰＵ Ｐｅｎ４ ３ＧＨｚ
メモリー １ＧＢ
ＨＤＤ 内臓 ＳＡＴＡ ７２００ｒｐｍ
ネットワーク ＡＤＳＬ（実測）

下リ ８０００ Ｋｂｐｓ
上リ ９００ Ｋｂｐｓ

２．処理時間

ツール 処理 国 ﾀｽｸ数 処理時間(分) 補 足
株価収集 為替情報 10 1

企業一覧 国内 10 1
米国 10 2
中国 10 1

企業情報 国内 10 5
中国 10 3

マーケット速報 国内 10 6 株価時系列データを作成しない場合。
米国 10 26
中国 10 8
国内 10 22 株価時系列データを作成した場合。
米国 10 43
中国 10 8

ロイター業種 国内 10 7
株価時系列データ 国内 10 27 「鉤足分析」用に移動平均の計算を行っている為、
（日々の更新） 米国 10 60 単純なデータ収集に比べ、処理時間が掛かります。

中国 10 7
鉤足分析 罫線・鉤足 国内 10 18

国内 5 15
米国 5 26
中国 5 3

・処理時間は、ご利用のＰＣ環境により変化します。
また、「株価収集」の場合は、収集した時間帯によっても変化します。

・「鉤足分析」の処理時間について
タスク最大数を１０と５で計測した場合を見ると、１０よりも５の方がパフォーマンスが良い事が解ります。
少々技術的な話になりますが、「鉤足分析」は、インターネットとの通信が発生せずＰＣの待ち状態が無い為、
ＰＣの性能がそのまま処理スピードに現れます。特にＣＰＵの処理能力とＨＤＤのアクセススピードが影響し
ますので、初めて処理する場合は、タスク最大数を「株価収集」の半分以下に設定する事をお勧めします。

タスク最大数の初期設定値を幾つにしたら良いか解らない場合は、タスク最大数を２程度から初めて見て下さい。
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